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美人｣) の伝説が残る｡ 本譚は 『島根県口
碑伝説集』１) (1927)､ 『意東村誌』２) (1948)､ 『東出
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爺は神の化身) もある｡ また関敬吾氏は､ 難題求婚





































書』 は､ 意東の意は揖屋の揖､ その揖屋の東を意味
するとする７)｡ 揖屋は 『日本書紀』 にも見える古い
地名である｡ 意東は鎌倉時代には京都賀茂御祖神社
に寄進され､ 意東庄 (筑陽庄) と呼ばれた８)｡ 江戸
初期には上意東村と下意東村に分けられている９)｡
1889 (明治２) 年に意宇郡意東村が成立し､ 1896























































格に近い｡ 『日本昔話大成』 (以下 ｢大成｣) に収録
された絵姿女房難題型をみれば､ 竜宮女房 (４)､
氏神 (２)､ 神明様・天のお日様の娘 (２)､ 天人女






















































船を廻せば､ 進み渡ること得ず｡ 爾くして､ 其





りて､ 海の中に入らむ｡ 御子は､ 遣さえし
政を遂げ､ 覆奏すべし｣ とまをしき｡ …七日の

































































































括するのは ｢蓮の葉売｣ という言葉である｡ 江戸期
の文献には ｢蓮の葉商ひ｣ ｢蓮の葉物｣ という語が
みられる｡




























能性の少ない､ 非現実の極地である｡ しかし､ 話に













































〈夫〉 蓮の葉売 ― 殿様










































菖蒲売 (五月五日)､ 蓮の葉売 (八月一五日)､ 門
























































バタ (Iris laevigata) に似た紫や白の花を咲かせ
るのに対し､ ショウブ (Acorus calamus) は湿地
や池､ 川に自生して､ 初夏に蒲の形態に似た円柱形
の淡黄色の花穂をつける｡ 『日葡辞書』16) には ｢XO
－
bu.シャゥブ (菖蒲) このように呼ばれる, 泉の中
に生ずる草｣ とある｡







ここでは ｢会 (法会) にあはぬ花｣ と並び､ 時宜
を逸したことの喩えとしてあり､ 他の同種の表現に
｢十日の菊｣ がある｡ 『和英語林集成』 (第３版)17) に














も､ 同日は ｢女の家｣ と言い､ 一晩女だけで御馳走
をしたという18)｡












関係すると思しい習俗が 『意東村誌』 の ｢五月節句
のかざり｣ に載ることである｡
女の子が生れた家の戸口へ､ 材木等の障害物を

























げた場所を ｢嫁ヶ淵｣ といい､ また田の中にある斎





















み栄える｡ しかし ｢龍神の化身にや有けん｣､ 大蛇
となり川淵に飛び込んで消える｡












ある ｢本谷｣ や ｢大江｣ はともに水辺に関わる地名






















意東川水源も近くの ｢大江｣ や ｢稚児が池｣ という
水辺との縁をもつ女は､ 田園の広がる下意東の地に






(１) 女 (水の神) の水辺からの誕生
(２) 男と女 (水の神) との婚姻
(３) 都往復と婚姻破綻
(４) 女の死 (田の神と水の神の結合)






































他にないが､ 『続日本紀』 (養老６年閏４月) には陸
奥国から采女が献上されていたことが記される｡
また､ 中世に至り寺社が瀬戸内沿岸部に荘園を形


















でみた ｢六日の菖蒲｣ の表現を鑑みれば､ やはり本
譚の成立は中世頃と考えられる｡
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